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〔 目的 〕 カ ラギ ーナ ンと ゼ ラチ ン の 濃度is よ び 混合 割合 を 変 化さ せた ゲ ルに つい て、 熱 物

性 およ び力 学物 性 へ の影 響を 検 討し た。

〔 方 法〕 試 料濃 度 は、/c カ ラ ギ ーナン 溶 液　0. 9)(（≫/V）、　1. 8%（W/V ）、2.  7!I(（W/V ）に 対 し

ゼ ラチ ン 溶 液　4. OJi（W/V ）、8.  O)(（W/V ）、12.  OX（ll/V）の 各３ 段 階 に調 製し た。　カラ ギ ーナン

溶 液、 ゼ ラ チン 溶 液を そ れ ぞ れ0.  75:0.  25(C 0.75 ）、0.5:0.  5（C 0.  5）、0.  25:0.  75（C 0.  25)

の 割 合 に混 合し 、 試 料と し た。 試 料 は超 高 感 度示 差 走 査熱 量 計（SETARAM ID  i cr 0 D Ｓ Ｃ ）を

用いて 降 温 およ び 昇 温 曲線 を求 め 解 析を 行 い、 併 せて 破断 特 性、 動 的 粘弾 性 を 測定 し た。

〔 結果 〕 測 定よ り 得 ら れた 混合 ゲ ル のD  S  C 曲 線 は 、 降温 、 昇 温 時と も カラ ギ ーナン、 ゼ

ラ チ ンの ２つ のピ ーク に分 離し 、 ２ 相性 ゲ ルで あ る こ とが 示 さ れ た。　こ の分 離し た ピ ーク

よ り得 ら れ たゼ ラ チ ン部 分 の 凝固 点、 融 点 は、 カラ ギ ーナ ン 混 合 によ る影 響 は 殆ど 示さ な

か っ た。 一方 、 カ ラ ギ ー ナン分 離 部 分で は 、 試 料中 の カラ ギ ーナ ンの 濃 度の 増 加に 伴 い 凝

固 点、 融点 と も高 く な る 傾向が 示 さ れ た。 ま た、 凝固、 融 解 に 伴 う発 熱 量、 吸熱 量 は、 カ

ラ ギ ーナン、 ゼラ チ ン部 分 と も試 料 中 のそ れ ぞ れ の濃 度 に依 存 し た。 力 学物 性 で は破 断 応

力 、 破断 エ ネ ルギ ーにお い てC 0.  75 の 混 合 ゲ ル の 値が 顕著 に 低 下し 、 試 料 中の カラ ギ ーナ

ッ濃 度 の みに 依存 す るこ とが示 さ れ た。 し か し 混 合ゲ ル のゼ ラ チ ン濃 度 が 高く な る に従 い

破断 応力 、 破 断エ ネル ギ ーは 増加 し 、C 0.  25 で は 各々 の単 独 ゲ ル の値 の 和よ り 高 くな り、

カラ ギ ーナン と ゼラ チ ン との 相 乗的 効 果が 認 め ら れ た。 動的 粘 弾 性 は混 合 ゲル の ゼラ チ ン

割合 が 増加 す る に 従い 減 少す る 傾向 が 認 め られ た。
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【 目的】It －カ ラギーナン、 増粘多糖 類 の混 合ソ ル、 ゲル、ソルーゲル転 移等につ い て、

物性測定を行い 報告し てきた。 曳糸性 は 粘弾 性現象で 適当な粘性と弾性に よって 発現 す る

ものと考えら れているが、こ れらにつ いて は、澱粉に関 する２、３の報告 がみら れ るの み

である。 本研究 では前回に引 き続き、K.   ―カラ ギーナンと３ 種ガ ム類の混 合溶液を 調 整し

曳糸性、 粘弾 性の測定 を行い 、各溶液 の 特性につい て検討す るとと もに、 両者 の関 連につ

いても考察し た。

【 方法】試料とし て、K    －カ ラギ ーナ ン（C   S －4   7 ）と､ロ ーカ ストビ ンガ ム、 グ アガ ム

タラガムとの混 合溶液を用い 、 濃度は0  .    T % に調整した。 曳糸 性の測定は、 イ ンピ ーダ

ンスを利用し た山電（ 株）製 レオ ナー（RE-33005 ）を用い、 測定温 度を3   0 ℃と

し、ひっぱり 速度0.      1~5.      0    （mm ／s ） での曳糸距 離および曳糸性エ ネルギ ーを 求

め た。またレオメト リッ クスレ オメー タ ー8600 （ Ｒ ＳＲ ）により 得ら れた クリ ー プ曲

線 から粘弾性値を求め、 さらに レオロ グラフ・ ソルを用 いて動的粘弾性につ いて も測 定を

行 った。

【 結果】各ガ ム混合溶 液の曳糸 性では 、カラ ギ ーナン単独溶液に比べて、 ひっぱり 速 度 の

増 加に伴う曳糸距離の 変化は大 きかっ た。 また、 クリ ープ測定では、カ’ラギ ーナン ー グア

ガ ム混合溶液は、ローカ スト ビ ンガム、 タ ラガ ム混合 溶液とは明らか に異な った クリ ープ

曲 線が得られ、高い粘 性率 を示し た。 動的 粘弾性の測定 では、ローカ スト ビ ンガ ム混 合 溶

液 の初期過程において、 貯蔵弾 性率の 顕著 な発現が認 めら れた。
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